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ミヤベイワナ（写真：北海道鹿追町提供）

約１万年前の火山活動の際、川が
せき止められてできたといわれる
北海道鹿追町の然別湖。川と海を
往復していた淡水魚オショロコマ
が湖に陸封され独自の進化を遂
げ、然別湖にのみ生息するミヤベ
イワナは誕生しました。

写真キャプション

　

北
海
道
十
勝
平
野
北
西
部
、
平
野
が
石
狩
山
地
に

差
し
掛
か
ろ
う
と
す
る
あ
た
り
が
鹿
追
町
。
近
年
、

地
域
の
価
値
を
活
か
し
た
新
し
い
動
き
か
ら
目
が
離

せ
な
い
。
農
業
の
中
心
は
酪
農
で
、
乳
用
牛
は

1
万
1
千
頭
を
超
え
、
牛
乳
販
売
額
は
97
億
5
千
万

円
（
平
成
27
年
）、
農
業
生
産
額
の
5
割
に
近
い
。
平

成
27
年
度
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
農
業
生
産
額
は

2
1
4
億
5
千
万
円
と
史
上
最
高
と
な
っ
た
。

　

十
勝
ら
し
い
農
の
風
景
に
溶
け
込
ん
だ
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
や
農
家
民
宿
が
高
い
評
価
を
得
て
、
町
を
訪

れ
る
人
も
増
え
て
い
る
。
然
別
湖
周
辺
で
は
、
森
の

中
を
ム
サ
サ
ビ
の
よ
う
に
飛
ぶ
エ
ア
ー
ト
リ
ッ
プ
や

湖
上
で
の
カ
ヌ
ー
、
結
氷
時
の
氷
上
露
天
風
呂
な
ど
、

若
い
人
た
ち
に
人
気
だ
。
馬
に
負
担
を
か
け
ず
、80
㎞
、

1
2
0
㎞
の
長
距
離
を
い
か
に
早
く
走
り
き
る
か
と

い
う
エ
ン
デ
ュ
ラ
ン
ス
馬
術
大
会
の
国
内
発
祥
の
地
で

あ
り
、
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク
や
乗
馬
用
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
な
か
課
題
が
出
て
き
た
。
市
街
地
周
辺

で
の
酪
農
に
よ
る
悪
臭
へ
の
苦
情
、
景
勝
地
へ
向
か
う

道
路
近
く
の
牛
舎
の
た
い
肥
も
景
観
を
阻
害
す
る
。

そ
こ
で
町
が
取
り
組
ん
だ
の
が
国
内
最
大
級
の
バ
イ

オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
だ
。
年
間
3
万
t
の
家
畜
ふ
ん
尿

を
受
け
入
れ
る
他
、
家
庭
生
ご
み
や
浄
化
槽
汚
泥
も

原
料
と
な
る
。
1
日
1
3
4
t
は
日
本
最
大
の
処
理

量
。
こ
れ
ら
を
メ
タ
ン
発
酵
さ
せ
発
生
し
た
バ
イ
オ

ガ
ス
で
発
電
す
る
。
発
電
量
は
1
日
6
千
kWh
で
、
8

割
は
北
海
道
電
力
に
売
電
す
る
。
バ
イ
オ
ガ
ス
を
取

り
出
し
た
後
の
ふ
ん
尿
は
消
化
液
と
な
り
圃
場
の
肥

料
と
し
て
散
布
す
る
。

　

発
電
機
か
ら
発
生
し
た
余
剰
熱
は
蓄
熱
槽
で
貯
蔵

し
、
そ
の
お
湯
を
チ
ョ
ウ
ザ
メ
飼
育
施
設
や
マ
ン
ゴ
ー

栽
培
ハ
ウ
ス
で
活
用
し
て
い
る
。
チ
ョ
ウ
ザ
メ
は
食
肉

用
、
今
後
メ
ス
が
成
長
す
れ
ば
キ
ャ
ビ
ア
生
産
が
期

待
さ
れ
る
。
マ
ン
ゴ
ー
は
夏
に
出
荷
し
た
の
で
は
沖

縄
や
宮
崎
に
到
底
か
な
わ
な
い
。
そ
こ
で
専
用
の
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
、
夏
と
冬
を
逆
転
さ
せ
る
。

夏
は
雪
室
か
ら
冷
気
を
送
り
、
冬
は
地
中
に
設
置
し

た
パ
イ
プ
に
プ
ラ
ン
ト
の
温
水
を
送
り
夏
だ
と
思
わ

せ
て
収
穫
す
る
。
両
方
と
も
夢
の
よ
う
だ
が
、
夢
が

な
け
れ
ば
何
も
実
現
し
な
い
。
今
後
が
楽
し
み
だ
。

こ
う
し
た
実
績
の
も
と
に
今
年
4
月
に
は
、
瓜
幕
地

区
に
約
2
・
2
倍
の
能
力
を
持
つ
第
2
プ
ラ
ン
ト
が

運
用
を
始
め
た
。

　

一
見
地
味
だ
が
、
議
会
改
革
も
見
逃
せ
な
い
。
議
会

基
本
条
例
を
制
定
し
、
住
民
と
の
直
接
対
話
を
す
す

め
る
ま
ち
な
か
会
議
の
開
催
や
、
5
人
の
住
民
で
構

成
す
る
第
三
者
審
議
会
で
議
員
定
数
、
報
酬
、
政
務

活
動
費
の
評
価
も
行
っ
て
い
る
。

　

地
域
の
多
様
な
可
能
性
を
拓
く
地
方
創
生
が
各
地

で
開
花
し
て
欲
し
い
。
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全
国
町
村
会
の
藤
原
会
長
（
長
野
県
川

上
村
長
）、
棚
野
会
長
代
行
副
会
長
（
北

海
道
白
糠
町
長
）、
更
谷
会
長
代
行
副
会

長
（
奈
良
県
十
津
川
村
長
）、
古
口
副
会

長（
栃
木
県
茂
木
町
長
）、吉
田
副
会
長（
広

島
県
坂
町
長
）は
7
月
26
日
、熊
本
地
震
で

被
災
し
た
嘉
島
町
、
益
城
町
、
西
原
村
な

ど
を
訪
問
し
、現
地
の
状
況
を
視
察
し
た
。

　

西
原
村
で
は
日
置
村
長
と
面
談
、
被
害

の
状
況
や
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
の
課
題

等
の
説
明
を
受
け
、意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

日
置
村
長
は
村
に
あ
る
布
田
川
断
層
に

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
6
・
5
以
上
の
地
震
が

起
き
る
確
率
が
今
後
30
年
間
で
6
％
と
さ

れ
て
い
た
中
で
、
私
た
ち
は
地
震
に
関
す

る
防
災
の
啓
発
や
訓
練
な
ど
の
備
え
を
し

て
き
た
が
、
こ
れ
だ
け
大
き
な
地
震
が
起

こ
っ
た
の
は
想
定
外
で
あ
っ
た
と
し
た
う

え
で
、
被
災
後
、
生
活
基
盤
・
社
会
基
盤

の
整
備
や
仮
設
住
宅
の
建
設
を
進
め
て
い

る
が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
仮
設
住
宅

を
出
た
後
の
、
特
に
高
齢
者
の
暮
ら
し
に

関
す
る
不
安
へ
の
対
応
で
あ
る
と
語
っ

た
。
そ
し
て
、
平
常
に
も
ど
っ
た
後
も
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
心
の
ケ
ア
も
含

め
て
対
応
し
て
い
き
た
い
と
述
べ
、
各
方

面
か
ら
の
激
励
、
お
見
舞
い
や
職
員
派
遣

等
の
対
応
に
感
謝
し
つ
つ
、
復
旧
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
強
調
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
藤
原
会
長
は
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
る
村
長
の
話
を
聞
い
て
心

強
く
感
じ
た
と
し
た
う
え
で
、
発
災
直
後

に
伺
っ
た
時
に
較
べ
る
と
仮
設
住
宅
の
建

設
な
ど
、
復
興
に
向
け
て
進
ん
で
い
る
が
、

が
れ
き
処
理
の
問
題
は
厳
し
く
、
ま
た
集

中
豪
雨
に
よ
る
地
す
べ
り
等
の
二
次
災
害

も
心
配
で
あ
る
と
述
べ
た
。ま
た
、日
置
村

長
が
あ
げ
た
財
源
の
問
題
や
職
員
不
足
の

課
題
に
は
、
国
等
へ
の
要
望
や
中
長
期
ス

パ
ン
の
職
員
派
遣
な
ど
全
国
町
村
会
と
し

て
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
と
応
じ
た
。

　

ま
た
、
荒
木
副
会
長
（
熊
本
県
嘉
島
町

長
）
は
、
財
源
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
国

等
か
ら
の
支
援
を
で
き
る
限
り
得
ら
れ
る

よ
う
、
熊
本
県
町
村
会
と
し
て
も
各
方
面

の
協
力
を
得
な
が
ら
要
望
し
て
い
く
、
こ

の
難
局
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
職
員
、
住

民
と
一
緒
に
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
述
べ
た
。

　

最
後
に
藤
原
会
長
が
、
先
日
、
宮
城
県

で
東
日
本
大
震
災
か
ら
5
年
を
経
た
復
興

の
状
況
を
見
た
が
、
そ
こ
に
理
想
的
な
新

し
い
町
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た

と
述
べ
、
い
ま
の
状
況
を
悲
観
せ
ず
前
向

き
に
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
激
励
し
た
。

▲�写真右から、荒木副会長、藤原会長、日置西原村長、棚野会長代行
副会長、古口副会長、吉田副会長、更谷会長代行副会長

▲�CLTパネルを使った仮設住宅のサンプル（西原村役場）

▲�益城町上陳地区の畑に見られる断層 ▲�益城町で被害が大きかった杉堂地区
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藤
原
会
長
は
じ
め
役
員
が

熊
本
地
震
の
被
災
町
村
を
訪
問
全
　
国

町
村
会



　
　
日
本
人
住
民
は
最
大
の
減
少
数

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
の
住
民
基
本

台
帳
に
基
づ
く
全
国
の
人
口
は
、
総
計
１
億

2
、
8
0
6
万
6
、
2
１
１
人
と
な
っ
て
い

る
。こ

の
う
ち
、
日
本
人
住
民
は
、
１
億
2
、

5
8
9
万
1
、
7
4
2
人
で
、
前
年
（
１
億

2
、
6
１
6
万
3
、
5
7
6
人
）
に
比
べ
、

27
万
1
、
8
3
4
人
、
0
・
22
％
の
減
少
。

平
成
21
年
を
ピ
ー
ク
に
7
年
連
続
で
減
少
し

て
お
り
、
現
行
調
査
開
始
（
住
民
基
本
台
帳

制
度
の
創
設
後
の
昭
和
43
年
）
以
降
最
大
の

減
少
数
と
な
っ
た
。

外
国
人
住
民
は
、
2
１
7
万
4
、
4
6
9

人
で
、
前
年
（
2
0
6
万
2
、
9
0
7
人
）

に
比
べ
、
11
万
1
、
5
6
2
人
、
5
・
41
％

増
加
と
な
っ
て
お
り
、高
い
伸
び
を
示
し
た
。

全
国
人
口
の
男
女
別
の
内
訳
を
見
て
み

よ
う
。
総
計
で
は
、
男
性
は
6
、
2
4
6
万

4
、
6
8
5
人
（
48
・
78
％
）。
女
性
は
6
、

5
6
0
万
1
、
5
2
6
人
（
51
・
22
％
）
で

あ
る
。
日
本
人
住
民
で
は
、
男
性
は
6
、

１
4
4
万
4
、
4
4
4
人
（
48
・
81
％
）、

女
性
は
6
、
4
4
4
万
7
、
2
9
8
人

（
51
・
19
％
）。
外
国
人
住
民
で
は
、
男
性
は

１
0
2
万
2
4
１
人
（
46
・
92
％
）、
女
性

は
１
１
5
万
4
、
2
2
8
人
（
53
・
08
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

自
然
増
減
数
（
出
生
者
数

－

死
亡
者
数
）

は
、総
計
で
は
、△
27
万
8
、7
9
9
人
（
前

年
△
25
万
8
、
9
6
2
人
）
で
、
自
然
減
少

数
が
拡
大
し
た
（
△
1
万
9
、
8
3
7
人
）。

こ
の
う
ち
、日
本
人
住
民
の
自
然
増
減
数
は
、

△
28
万
6
、
0
9
8
人
（
前
年
△
26
万
6
、

7
5
7
人
）
で
、
9
年
連
続
で
の
拡
大
と
な

り
、
調
査
開
始
（
昭
和
54
年
度
）
以
降
最
大

の
自
然
減
少
数
と
な
っ
た
。
外
国
人
住
民
の

自
然
増
減
数
は
、
7
、
2
9
9
人
（
前
年

7
、
7
9
5
人
）
で
、
前
年
よ
り
自
然
増
加

数
が
縮
小
し
た
。

社
会
増
減
数
（
転
入
者
数
等

－

転
出
者

数
等
）
は
、
総
計
で
は
、
11
万
8
、
5
2
7

人
（
前
年
4
万
7
、
4
3
2
人
）
で
、
社
会

増
加
数
が
拡
大
し
た
。
日
本
人
住
民
の
社
会

増
減
数
は
1
万
4
、
2
6
4
人
（
前
年
△

4
、
3
0
１
人
）
で
、
増
加
に
転
じ
た
。
転

入
者
数
は
5
2
0
万
5
、
0
8
0
人
、
転
出

者
数
は
5
2
2
万
3
、
5
2
5
人
と
、
と
も

に
増
加
に
転
じ
た
。
外
国
人
住
民
の
社
会
増

減
数
は
、
10
万
4
、
2
6
3
人
（
前
年
5
万

1
、
7
3
3
人
）
で
、
前
年
よ
り
社
会
増
加

数
が
拡
大
し
た
。
国
外
か
ら
の
転
入
者
数

－

国
外
へ
の
転
出
者
数
は
、
22
万
8
、
0
2
6

人
で
、
国
外
か
ら
の
転
入
超
過
の
状
況
が
前

年
よ
り
拡
大
し
た
。

　
　�

上
位
９
団
体
で
総
人
口
の

半
分
以
上

都
道
府
県
別
の
人
口
及
び
人
口
動
態
に
つ

い
て
見
て
み
よ
う
。
総
計
で
は
、
人
口
が
多

い
団
体
は
、
東
京
都
（
1
、
3
4
１
万
5
、

3
4
9
人
）、
神
奈
川
県
（
9
１
3
万
6
、

１
5
１
人
）、
大
阪
府
（
8
8
6
万
5
、

5
0
2
人
）、
愛
知
県
（
7
5
0
万
9
、

6
3
6
人
）、
埼
玉
県
（
7
3
2
万
3
、

4
１
3
人
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

人
口
が
少
な
い
団
体
は
、
鳥
取
県
（
57
万

9
、
3
0
9
人
）、
島
根
県
（
70
万
1
、

3
9
4
人
）、
高
知
県
（
74
万
59
人
）、
徳
島

県
（
77
万
57
人
）、
福
井
県
（
79
万
9
、

2
2
0
人
）
で
、
昨
年
と
同
じ
順
位
で
あ
る
。

　

総
務
省
は
、
平
成
28
年
7
月
13
日
、「
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
人
口
、

人
口
動
態
及
び
世
帯
数
（
平
成
28
年
1
月
1
日
現
在
）」
を
公
表
し
た
。

こ
れ
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
42
年
法
律
第
81
号
）
に
基
づ
き
、
平

成
28
年
１
月
１
日
現
在
の
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
の
数
（
住
民
基

本
台
帳
人
口
）
及
び
世
帯
数
並
び
に
平
成
27
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
27
年

12
月
31
日
ま
で
の
間
の
人
口
動
態
（
住
民
票
の
記
載
及
び
消
除
の
数
）
に

つ
い
て
と
り
ま
と
め
た
も
の
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
人
住
民
は
、
昭
和

43
年
の
現
行
調
査
開
始
以
降
最
大
の
減
少
数
と
な
っ
た
。

町村部の日本人住民は21年連続で減少

住民基本台帳人口（平成28年１月１日現在） 総務省
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人
口
が
多
い
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
大
阪
府
、

愛
知
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
兵
庫
県
、
北

海
道
、
福
岡
県
の
上
位
9
団
体
で
、
全
国
人

口
の
半
分
以
上（
53
・
61
％
）を
占
め
て
い
る
。

日
本
人
住
民
で
は
、
人
口
が
多
い
団
体

は
、
東
京
都
（
1
、
2
9
6
万
6
、
3
0
7

人
）、神
奈
川
県（
8
9
6
万
1
、7
2
4
人
）、

大
阪
府
（
8
6
5
万
8
、
１
6
4
人
）、
愛

知
県
（
7
3
0
万
7
、
9
2
4
人
）、
埼
玉

県
（
7
１
8
万
6
、8
9
0
人
）
の
順
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
人
口
が
少
な
い
団
体
は
、

鳥
取
県
（
57
万
5
、
4
１
8
人
）、
島
根
県

（
69
万
5
、
１
１
3
人
）、
高
知
県
（
73
万

6
、
3
9
１
人
）、
徳
島
県
（
76
万
5
、

１
0
6
人
）、福
井
県
（
78
万
7
、2
5
4
人
）

の
順
と
な
っ
て
い
る
。人
口
が
多
い
東
京
都
、

神
奈
川
県
、
大
阪
府
、
愛
知
県
、
埼
玉
県
、

千
葉
県
、
兵
庫
県
、
北
海
道
、
福
岡
県
の
上

位
9
団
体
で
、
全
国
人
口
の
半
分
以
上

（
53
・
37
％
）
を
占
め
て
い
る
。
平
成
4
年

ま
で
は
、
上
位
10
団
体
で
全
国
人
口
の
半
分

以
上
を
占
め
て
い
た
が
、
平
成
5
年
か
ら
は

上
位
9
団
体
で
全
国
人
口
の
半
分
以
上
を
占

め
て
い
る
。

外
国
人
住
民
で
は
、
人
口
が
多
い
団
体

は
、
東
京
都
（
44
万
9
、
0
4
2
人
）、
大

阪
府
（
20
万
7
、
3
3
8
人
）、
愛
知
県

（
20
万
1
、
7
１
2
人
）、
神
奈
川
県
（
17
万

4
、
4
2
7
人
）、
埼
玉
県
（
13
万
6
、

5
2
3
人
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

人
口
が
少
な
い
団
体
は
、
秋
田
県
（
3
、

5
7
9
人
）、
高
知
県
（
3
、
6
6
8
人
）、

鳥
取
県
（
3
、
8
9
１
人
）、
青
森
県
（
4
、

2
0
7
人
）、
宮
崎
県
（
4
、
5
3
3
人
）

の
順
と
な
っ
て
い
る
。人
口
が
多
い
東
京
都
、

大
阪
府
、
愛
知
県
、
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
の

上
位
5
団
体
で
、
全
国
人
口
の
半
分
以
上

（
53
・
77
％
）
を
占
め
て
い
る
。

日
本
人
住
民
に
つ
い
て
人
口
増
減
の
状

況
を
み
る
と
、
人
口
が
増
加
し
た
団
体
は
6

団
体
で
前
年
と
同
数
。
対
前
年
の
人
口
増
加

数
が
最
も
多
い
の
は
、
東
京
都
（
8
万
6
、

１
6
4
人
）、
人
口
増
加
率
が
最
も
大
き
い

の
も
東
京
都
（
0
・
67
％
）
で
あ
る
。
一
方
、

対
前
年
の
人
口
減
少
数
が
最
も
多
い
の
は
、

北
海
道
（
△
3
万
2
、
5
4
5
人
）
で
、
人

口
減
少
率
が
最
も
大
き
い
の
は
、秋
田
県（
△

1
・
29
％
）
で
あ
る
。

外
国
人
住
民
に
つ
い
て
人
口
増
減
の
状

況
を
み
る
と
、
人
口
が
増
加
し
た
団
体
は
46

団
体
（
前
年
39
団
体
）
で
、
前
年
に
比
べ
て

7
団
体
増
加
し
た
。 

人
口
増
加
数
が
最
も

多
い
の
は
、
東
京
都
（
3
万
1
、
6
0
0
人
）

で
、
人
口
増
加
率
が
最
も
大
き
い
の
は
、
長

崎
県
（
31
・
69
％
）
で
あ
る
。

　
　�

日
本
人
住
民
は
減
少

外
国
人
住
民
は
増
加

市
区
部
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
市
区
部

人
口
は
、
総
計
で
は
１
億
1
、
6
7
6
万

9
、
2
6
2
人
で
、
前
年
に
比
べ
6
万
2
、

6
7
4
人
減
少
（
△
0
・
05
％
）
し
た
。
日

本
人
住
民
で
は
１
億
1
、
4
7
0
万
2
、

3
6
7
人
で
、
前
年
に
比
べ
16
万
8
、

2
6
5
人
減
少
（
△
0
・
15
％
）
し
た
。
外

国
人
住
民
で
は
2
0
6
万
6
、8
9
5
人
で
、

前
年
に
比
べ
10
万
5
、
5
9
１
人
増
加

（
5
・
38
％
）
し
た
。

日
本
人
住
民
の
人
口
増
減
率
は
△
0
・

15
％
（
前
年
△
0
・
15
％
）、
自
然
増
減
率

は
△
0
・
19
％
（
前
年
△
0
・
18
％
）、
社

会
増
減
率
は
0
・
05
％
（
前
年
0
・
03
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

外
国
人
住
民
の
人
口
増
減
率
は
5
・
38
％

（
前
年
3
・
00
％
）、
自
然
増
減
率
は
、
0
・

36
％
（
前
年
0
・
39
％
）、
社
会
増
減
率

5
・
03
％
（
前
年
2
・
61
％
）
と
な
っ
て
い

る
。人

口
の
1
位
は
、
総
計
で
は
横
浜
市

（
3
7
2
万
9
、
3
5
7
人
）、
日
本
人
住
民

で
も
横
浜
市
（
3
6
4
万
7
、
9
3
4
人
）、

外
国
人
住
民
で
は
大
阪
市（
12
万
5
4
4
人
）

で
あ
る
。

総
計
に
お
い
て
、
最
も
人
口
増
加
数
の

多
い
の
は
福
岡
市（
1
万
4
、6
4
１
人
）で
、

最
も
人
口
増
加
率
の
大
き
い
の
は
中
央
区

（
3
・
55
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
人
住
民
に
お
い
て
、
最
も
人
口
増

加
数
の
多
い
の
は
福
岡
市
（
1
万
2
、

9
4
7
人
）
で
、
最
も
人
口
増
加
率
の
大
き

い
の
は
中
央
区
（
3
・
39
％
）
と
な
っ
て
い

る
。
最
も
人
口
減
少
数
の
多
い
の
は
北
九
州

市
（
△
5
、
6
１
7
人
）
で
、
最
も
人
口
減

少
率
の
大
き
い
の
は
歌
志
内
市
（
△
4
・

26
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

外
国
人
住
民
に
お
い
て
、
最
も
人
口
増

加
数
の
多
い
の
は
大
阪
市
（
3
、6
4
9
人
）

で
、
最
も
人
口
増
加
率
の
大
き
い
の
は
石
狩

市
（
89
・
58
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
最
も
人

口
減
少
数
の
多
い
の
は
松
阪
市
（
△
１
2
5

人
）
で
、
最
も
人
口
減
少
率
の
大
き
い
の
は

歌
志
内
市
（
△
60
・
00
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
　�

日
本
人
住
民
は
平
成
8
年

以
降
減
少

町
村
部
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
町
村

部
人
口
は
、
総
計
で
は
1
、
１
2
9
万
6
、

9
4
9
人
で
、
前
年
に
比
べ
9
万
7
、

5
9
8
人
減
少
（
△
0
・
86
％
）。
日
本
人

住
民
で
は
1
、
１
１
8
万
9
、
3
7
5
人
で
、

10
万
3
、5
6
9
人
減
少
（
△
0
・
92
％
）
し
、

平
成
8
年
以
降
毎
年
減
少
し
続
け
て
い
る
。

外
国
人
住
民
は
10
万
7
、5
7
4
人
と
な
り
、

5
、
9
7
１
人
増
加
（
5
・
88
％
）
し
た
。

日
本
人
住
民
の
人
口
増
減
率
は
△
0
・

92
％
（
前
年
△
0
・
87
％
）
で
、
マ
イ
ナ
ス

の
団
体
は
8
2
１
団
体
・
87
・
9
％
（
前
年

8
2
3
団
体
・
88
・
1
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

自
然
増
減
率
は
△
0
・
58
％
（
前
年
△
0
・

56
％
）
で
、
マ
イ
ナ
ス
の
団
体
は
8
4
１
団

体
・
90
・
0
％
（
前
年
8
3
7
団
体
・
89
・

6
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
社
会
増
減
率
は
△ 

0
・
34
％
（
前
年
△
0
・
31
％
）
で
、
マ
イ

ナ
ス
の
団
体
は
7
2
7
団
体
・
77
・
8
％
（
前

年
7
2
0
団
体
・
77
・
1
％
）
と
な
っ
て
い

る
。外

国
人
住
民
の
人
口
増
減
率
は
5
・
88
％

（
前
年
2
・
34
％
）
で
、
プ
ラ
ス
の
団
体
は

5
2
5
団
体
・
56
・
2
％
（
前
年
4
5
4
団

体
・
48
・
6
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
自
然
増

減
率
は
0
・
27
％
（
前
年
0
・
30
％
）
で
、

プ
ラ
ス
の
団
体
は
１
3
9
団
体
・
14
・
9
％
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（
前
年
１
5
3
団
体
・
16
・
4
％
）
と
な
っ

て
い
る
が
、
ゼ
ロ
の
団
体
（
6
8
3
団
体
）

を
除
い
た
構
成
比
は
55
・
4
％
と
な
っ
て
い

る
。
社
会
増
減
率
は
5
・
60
％
（
前
年
2
・

04
％
）
で
、プ
ラ
ス
の
団
体
は
5
2
3
団
体
・

56
・
0
％
（
前
年
4
5
7
団
体
・
48
・
9
％
）

と
な
っ
て
い
る
。

人
口
の
1
位
は
、
総
計
で
は
宮
城
県
富

谷
町
（
5
万
2
、
2
9
5
人
）、
日
本
人
住

民
で
も
宮
城
県
富
谷
町
（
5
万
2
、
１
4
6

人
）、
外
国
人
住
民
で
は
群
馬
県
大
泉
町

（
6
、
7
１
7
人
）
と
な
っ
て
い
る
。

総
計
に
お
い
て
、
最
も
人
口
増
加
数
の

多
い
の
は
福
岡
県
新
宮
町
（
1
、4
１
0
人
）

で
、
最
も
人
口
増
加
率
の
大
き
い
の
は
東
京

都
御
蔵
島
村
（
5
・
37
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
人
住
民
に
お
い
て
、
最
も
人
口
増

加
数
の
多
い
の
は
福
岡
県
新
宮
町
（
1
、

3
9
3
人
）
で
、
最
も
人
口
増
加
率
の
大
き

い
の
は
東
京
都
御
蔵
島
村
（
5
・
39
％
）
と

な
っ
て
い
る
。
最
も
人
口
減
少
数
の
多
い
の

は
埼
玉
県
小
川
町
（
△
5
9
１
人
）
で
、
最

も
人
口
減
少
率
の
大
き
い
の
は
奈
良
県
野
迫

川
村
（
△
6
・
83
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

外
国
人
住
民
に
お
い
て
、
最
も
人
口
増

加
数
の
多
い
の
は
群
馬
県
大
泉
町
（
3
4
0

人
）
で
、
最
も
人
口
増
加
率
の
大
き
い
の
は

北
海
道
妹
背
牛
町
（
6
0
0
・
00
％
）
と
な
っ

て
い
る
。
最
も
人
口
減
少
数
の
多
い
の
は
岐

阜
県
坂
祝
町
（
△
61
人
）
で
、
最
も
人
口
減

少
率
の
大
き
い
の
は
北
海
道
初
山
別
村
（
△

１
0
0
・
00
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
　�

調
査
開
始
以
降
、
年
少
人
口
は

毎
年
減
少

三
大
都
市
圏
（
東
京
圏
、
名
古
屋
圏
、

関
西
圏
）
の
人
口
は
、
総
計
で
は
、
6
、

6
0
2
万
5
、
9
2
0
人
（
前
年
6
、

5
8
9
万
3
、
0
6
8
人
）
で
、
全
国
人
口

の
51
・
56
％
（
前
年
51
・
39
％
）
と
な
っ
て

い
る
。
日
本
人
住
民
で
は
、
6
、
4
4
9
万

5
人
（
前
年
6
、
4
4
3
万
5
、
0
8
4
人
）

で
、
全
国
人
口
の
51
・
23
％（
前
年
51
・
07
％
）

と
な
り
、
10
年
連
続
で
、
全
国
人
口
の
半
数

を
上
回
っ
た
。
外
国
人
住
民
で
は
、
１
5
3

万
5
、
9
１
5
人
（
前
年
１
4
5
万
7
、

9
8
4
人
）
で
、全
国
人
口
の
70
・
63
％ 

（
前

年
70
・
68
％
）
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
全
国

人
口
の
7
割
を
上
回
っ
た
。

年
齢
階
級
別
人
口
に
つ
い
て
見
て
み
る
。

日
本
人
住
民
に
お
い
て
、
年
少
人
口
（
15
歳

未
満
）
は
調
査
開
始
（
平
成
6
年
）
以
降
毎

年
減
少
し
、
生
産
年
齢
人
口
（
15
歳
以
上
65

歳
未
満
）
は
平
成
7
年
を
除
き
毎
年
減
少
し

て
い
る
。
老
年
人
口
（
65
歳
以
上
）
は
調
査

開
始
（
平
成
6
年
）
以
降
毎
年
増
加
し
て
お

り
、
平
成
27
年
か
ら
年
少
人
口
の
2
倍
以
上

と
な
っ
て
い
る
。

日
本
人
住
民
に
お
い
て
、
最
も
年
少
人

口
割
合
の
大
き
い
町
村
は
三
重
県
朝
日
町

（
21
・
78
％
）、
最
も
生
産
年
齢
人
口
割
合
の

大
き
い
町
村
は
東
京
都
青
ヶ
島
村
（
70
・

91
％
）、
最
も
老
年
人
口
割
合
の
大
き
い
町

村
は
群
馬
県
南
牧
村
（
60
・
13
％
）
と
な
っ

て
い
る
。

区分 市区部人口 町村部人口 計
（人） （人） （人） 市区部人口 町村部人口 市区部 町村部 計

平成　25年 116,763,482 11,610,397 128,373,879 91.0 9.0 － － －
（25） (117,021,342) (11,663,037) (128,684,379) (90.9) (9.1) (－) (－) (－)
26 116,928,713 11,509,300 128,438,013 91.0 9.0 △ 0.08 △ 1.32 △ 0.19
27 116,831,936 11,394,547 128,226,483 91.1 8.9 △ 0.08 △ 1.00 △ 0.16
28 116,769,262 11,296,949 128,066,211 91.2 8.8 △ 0.05 △ 0.86 △ 0.12

注1）平成25年人口は同年3月31日現在、平成26年以降の人口は各年1月1日現在の数値である。
注2）平成25年人口の( )書きは、同年1月1日の人口である。

構成比(％)    対前年増減率（％）

表１　市区部及び町村部の人口の推移【総計】

●
へ
な
ち
ょ
こ

　
「
へ
な
ち
ょ
こ
」
と
は
未
熟
者
、
取
る
に

足
ら
な
い
者
。
ま
た
は
、
そ
の
よ
う
な
人
を

あ
ざ
け
っ
て
い
う
言
葉
。「
あ
い
つ
は
へ
な

ち
ょ
こ
だ
」「
へ
な
ち
ょ
こ
野
郎
」
な
ど
と

使
う
。

　

語
源
に
は
諸
説
あ
り
、一
説
に
は
腰
砕
け
、

軟
弱
を
表
す
「
へ
な
へ
な
」
の
「
へ
な
」
と
、

落
ち
着
き
の
な
い
小
さ
な
動
作
を
表
す

「
ち
ょ
こ
ま
か
」
の
「
ち
ょ
こ
」
を
組
み
合

わ
せ
た
言
葉
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
。
漢
字
で

「
埴
猪
口
」
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

埴
（
へ
な
）
は
粘
土
、
猪
口
（
ち
ょ
こ
）
は

お
酒
を
飲
む
と
き
に
使
う
小
さ
な
杯
の
こ

と
。
明
治
時
代
、
東
京
・
神
田
に
あ
る
開
花

楼
と
い
う
多
く
の
文
人
墨
客
に
愛
さ
れ
た
料

亭
で
、
土
製
の
猪
口
に
酒
を
つ
い
だ
と
こ
ろ

酒
を
吸
っ
て
ぶ
く
ぶ
く
泡
立
っ
た
こ
と
か
ら

「
変
な
猪
口
だ
」
と
話
題
に
な
り
、
そ
こ
か

ら
「
へ
な
ち
ょ
こ
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
し

た
と
い
う
逸
話
が
あ
る
。
開
花
楼
の
後
身
で

あ
る
懐
石
料
理
店
・
新
開
花
で
は
、
今
で
も

宴
席
の
小
道
具
と
し
て
本
物
の
「
へ
な
ち
ょ

こ
」
が
出
さ
れ
る
の
だ
と
か
。

　

洒
落
を
楽
し
む
江
戸
っ
子
ら
し
い
、
ど
こ

か
滑
稽
な
響
き
が
あ
る
「
へ
な
ち
ょ
こ
」
だ

が
、
現
実
は
使
い
も
の
に
な
ら
な
い
、
ど
う

し
よ
う
も
な
い
存
在
と
い
う
、
か
な
り
辛
辣

な
言
葉
。
今
で
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
な
い
死

語
で
は
あ
る
が
、陰
で
ひ
そ
か
に「
へ
な
ち
ょ

こ
」
呼
ば
わ
り
さ
れ
な
い
よ
う
に
精
進
を
続

け
た
い
も
の
だ
。

コ
ト
バ
時
代
探
訪
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全
国
の
世
帯
数
は
、
総
計
5
、
6
9
5

万
7
5
7
世
帯
（
前
年
5
、
6
4
１
万
2
、

１
4
0
世
帯
）
で
、
１
世
帯
の
平
均
構
成
人

員
は
2
・
25
人
（
前
年
2
・
27
人
）
と
な
っ

て
い
る
。
日
本
人
住
民
及
び
複
数
国
籍
の
世

帯
数
は
、
5
、
5
8
１
万
1
、
9
6
9
世
帯

で
、
前
年
5
、
5
3
6
万
4
、
１
9
7
世
帯

に
比
べ
44
万
7
、
7
7
2
世
帯
、
0
・
81
％

の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、現
行
調
査
開
始（
昭

和
43
年
）
以
降
毎
年
増
加
し
て
い
る
。
１
世

帯
の
平
均
構
成
人
員
は
、
2
・
26
人
（
前
年

2
・
28
人
）
と
な
り
、
現
行
調
査
開
始
（
昭

和
43
年
）
以
降
毎
年
減
少
し
て
い
る
。

最
後
に
、
全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
展

す
る
中
、
直
近
3
年
連
続
で
人
口
（
日
本
人

住
民
）
が
増
加
し
て
い
る
町
村
の
主
な
取
組

を
抜
粋
し
て
紹
介
し
よ
う
。

新
潟
県
粟
島
浦
村
で
は
、
し
お
か
ぜ
留

学
制
度
（
H
25
年
度
～
）
に
よ
る
留
学
生
の

増
（
H
27
年
度
は
10
名
受
入
れ
）、
そ
れ
に

伴
う
家
族
の
移
住
、
小
中
学
校
の
生
徒
増
に

伴
う
教
職
員
数
の
増（
島
外
か
ら
も
）が
あ
っ

た
。三

重
県
玉
城
町
で
は
、
特
別
保
育
･
延

長
保
育
・
一
時
保
育
･
病
児
保
育
・
0
歳
児

保
育
等
、
県
内
先
駆
け
と
な
る
小
学
校
で
の

土
曜
日
授
業
や
Ｌ
Ｅ
Ｇ
Ｏ
ブ
ロ
ッ
ク
を
活
用

し
た
英
語
教
育
等
、
高
齢
者
用
オ
ン
デ
マ
ン

ド
バ
ス
（
路
線
図
・
時
刻
表
の
な
い
独
自
シ

ス
テ
ム
）、
高
齢
者
の
外
出
ロ
グ
に
よ
る
き

め
細
か
な
見
守
り
を
行
っ
た
。

沖
縄
県
北
大
東
村
で
は
、
公
営
住
宅
建

設
に
伴
う
家
族
連
れ
若
年
層
の
Ｕ
タ
ー
ン
等

の
増
。
北
大
東
村
出
産
及
び
定
住
促
進
奨
励

助
成
金
制
度
（
検
診
に
伴
う
渡
航
費
用
や
出

産
に
伴
う
多
額
の
滞
在
費
用
の
助
成
等
）
を

整
備
し
た
。

人口(人) 構成比(％) 人口(人) 構成比(％) 人口(人) 構成比(％)

平成25年 16,778,976 13.07 80,626,569 62.81 30,968,259 24.12
26 16,666,492 12.98 80,051,167 62.33 31,720,283 24.70
27 16,492,143 12.86 78,909,420 61.54 32,824,841 25.60
28 16,321,807 12.74 78,122,617 61.00 33,621,722 26.25

注1）平成25年は各年3月31日現在の数値、平成26年以降は各年1月1日現在の数値である。

注2）各年の数値には、年齢不詳者を含んでいない。

（参考）直近の平成28年の数値は、北海道、茨城県、栃木県、千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、

富山県、山梨県、長野県、愛知県、大阪府における年齢不詳者65名を含んでいない。

区分

年少人口
(0歳～14歳)

生産年齢人口
(15歳～64歳)

老年人口
(65歳～)

表２　年齢３区分別人口の推移【総計】
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事
業
概
要

本
組
合
は
、
消
費
生
活
協
同
組

合
法
に
準
拠
し
た
職
域
生
協
と
し

て
設
立
し
、
昭
和
29
年
４
月
よ
り

火
災
共
済
事
業
を
開
始
し
た
。
ま

た
、
町
村
職
員
の
保
有
の
自
動
車

に
よ
る
不
慮
の
自
動
車
事
故
に

よ
っ
て
生
ず
る
町
村
職
員
の
経
済

負
担
に
備
え
る
た
め
昭
和
42
年
４

月
よ
り
自
動
車
共
済
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

両
事
業
開
始
以
来
、
事
業
内
容

の
改
善
充
実
に
つ
と
め
、
協
同
互
助
の
精
神
に
基
づ

く
町
村
職
員
等
の
生
活
の
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
に

最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

平
成
27
年
度
の
事
業
概
要
は
下
記
の
と
お
り
で
、

組
合
員
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比
７
２
１
人
（
０
・

４
％
）
の
減
と
な
っ
た
。

火
災
共
済
事
業
は
、契
約
件
数
で
前
年
度
よ
り
１
、

９
０
１
件
（
２
・
２
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済
掛
金

も
前
年
度
比
２
、
２
７
５
万
余
円
（
１
・
８
％
）
の

減
と
な
っ
た
。
風
水
雪
害
特
約
共
済
は
、
契
約
件
数

で
前
年
度
よ
り
18
件
（
０
・
１
％
）
の
減
と
な
り
、

共
済
掛
金
は
前
年
度
比
１
９
４
万
余
円
の
増
と
な
っ

た
。

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
契
約
台
数
は
前
年
度
比

２
、
２
４
１
台
（
１
・
２
％
）
の
減
と
な
り
、
共
済

掛
金
も
６
、
９
５
０
万
余
円
（
１
・
３
％
）
の
減
と

な
っ
た
。

一
方
、
共
済
金
の
支
払
は
、
火
災
共
済
事
業
で
前

年
度
比
１
４
７
件
（
25
・
２
％
）
の
減
と
な
り
、
共

済
金
合
計
に
お
い
て
は
５
、
６
９
６
万
余
円
（
20
・

４
％
）
の
増
と
な
っ
た
。
ま
た
、
風
水
雪
害
特
約
共

済
金
の
給
付
に
つ
い
て
は
前
年
度
比
８
件
（
４
・

４
％
）
の
増
と
な
り
、共
済
金
合
計
に
お
い
て
も
２
、

４
７
３
万
余
円
（
16
・
５
％
）
の
増
と
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
災
害
見
舞
金
の
給
付
件
数
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
34
件
に
比
し
11
件
、
見
舞
金
額
に
し
て
１
６
７

万
余
円
の
給
付
が
あ
っ
た
。

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
支
払
件
数
で
前
年
度
比

23
件
（
０
・
３
％
）
の
増
と
な
り
、
共
済
金
合
計
に

お
い
て
も
３
億
０
、
０
４
８
万
余
円
（
16
・
１
％
）

の
増
と
な
っ
た
。

よ
っ
て
、
本
年
度
に
お
け
る
剰
余
金
を
も
っ
て
す

る
事
業
利
用
分
量
割
戻
金
は
、
火
災
共
済
が
25
・

８
％
、
風
水
雪
害
特
約
共
済
は
17
％
、
自
動
車
共
済

は
12
・
５
％
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

表 ３　平成27年度剰余金処分
（単位：千円）

１ 当期末処分剰余金 1,663,420 
２ 剰余金処分額 1,264,622 

事業利用分量に応ずる割戻金 1,013,122 
地震等災害見舞金積立金 251,500 

３ 次年度繰越剰余金 398,798 

表 4　組合加入状況
区　分 人　員 口　数 出資金

平成27年度 171,525人 16,587,521口 1,658,752,170円 
平成26年度 172,246　 16,623,458　 1,662,345,810　 
比 較 増 減 △ 721　 △ 35,937　 △ 3,593,640　
増 減 率 △ 0.4％ △ 0.2％ △ 0.2％
平成25年度 173,240　 16,681,738　 1,668,173,800　 
平成24年度 174,647　 16,841,305　 1,684,130,520　 

（注）△印は減を示す。
　　  出資金額は預り出資金（１口100円未満の端数口数の累計額）

583,870円を含む。

表 5　火災共済加入状況
区　分 共済契約件数 契約口数 共済掛金

平成27年度 86,229件 20,389,234口 1,224,272,570円 
平成26年度 88,130　 20,762,262　 1,247,027,140　 
比 較 増 減 △ 1,901　 △ 373,028　 △ 22,754,570　
増 減 率 △ 2.2％ △ 1.8％ △ 1.8％
平成25年度 89,906　 21,087,571　 1,266,154,850　 
平成24年度 92,114　 21,518,202　 1,292,727,100　 

（注）△印は減を示す。

表 6　風水雪害特約共済加入状況
区　分 特約付加件数 契約口数 特約共済掛金

平成27年度 28,654件 6,711,370口 336,035,800円 
平成26年度 28,672　 6,672,508　 334,089,920　 
比 較 増 減 △ 18　 38,862　 1,945,880　
増 減 率 △ 0.1％ 0.6％　 0.6％　 
平成25年度 28,420　 6,570,277　 328,905,780　 
平成24年度 27,946　 6,392,466　 320,308,650　 

（注）△印は減を示す。

表 １　貸借対照表
平成28年３月31日現在

（単位：千円）

資
産

預金 5,200,529 
有価証券 19,293,298 
その他 982,309 
固定資産 316,511 
繰延税金資産 2,020,297 

合　　計 27,812,945

負
債
・
純
資
産

共済契約準備金 13,943,086 
支払備金 1,981,545 
責任準備金 11,961,541 

その他負債 177,407 
引当金 8,797 

負 債 計 14,129,291 
出資金 1,658,168 
法定準備金 7,026,852 
地震等災害見舞金積立金 3,335,212 
当期未処分剰余金 1,663,420 

（うち当期剰余金） （1,338,183）
純資産計 13,683,654 
合　　計 27,812,945 

（千円未満切り捨てのため、合計額があわない場合がある。）

表 ２　損益計算書
平成27年４月１日から平成28年３月31日まで

（単位：千円）

収
入

共済掛金 6,681,382 
共済契約準備金戻入 6,069,456 

支払備金戻入 1,883,893 
責任準備金戻入 4,185,563 

資産運用収益 259,026 
事務手数料収入 20,380 
雑収入 5,509 

合　　計 13,035,754 

支
出

支払共済金 2,679,299 
見舞金等 3,117 
共済契約準備金繰入 6,324,187 

支払備金繰入 1,981,545 
責任準備金繰入 4,125,626 

資産運用費用 32,769 
事業経費 2,523,774 

合　　計 11,563,154 
経常剰余金 1,472,600 
法人税等 197,020 
法人税等調整額 △ 62,604
当期剰余金 1,338,183 

（千円未満切り捨てのため、合計額があわない場合がある。）
（注）△印は減を示す。

町
村
職
員
生
協
火
災
・
自
動
車
共
済
事
業
の
概
要
報
告

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
が
行
う
火
災
共
済
お
よ
び
自
動
車
共
済
の
平
成
二
十
七
年
度
事
業
概

要
お
よ
び
決
算
に
つ
い
て
は
、
本
年
六
月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
総
代
会
の
議
決
を
得
た
の
で
、
定
款

の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平

成

二
十
七
年
度
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表 7　自動車共済加入状況
区　分 契約台数 共済掛金

平 成 27 年 度 192,351台 5,121,074,070円
平 成 26 年 度 194,592　 5,190,582,000　 
比 較 増 減 △ 2,241　 △ 69,507,930　
増 減 率 △ 1.2％ △ 1.3％
平 成 25 年 度 197,160　 5,276,626,240　 
平 成 24 年 度 199,490　 5,365,426,000　

（注）△印は減を示す。

表 8　火災共済金支払状況

区　分 火災共済金 臨時費用共済金 残存物取片づけ費用共済金 失火見舞費用共済金 合　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
平 成 27 年 度 437件 295,153,462円 439件 32,612,583円 120件 8,196,723円 2件 245,792円 336,208,560円 27.5％
平 成 26 年 度 584　 242,482,516　 589　 29,969,526　 141　 5,993,554　 2　 800,000　 279,245,596　 22.4　
比 較 増 減 △ 147　 52,670,946　 △ 150　 2,643,057　 △ 21　 2,203,169　 0　 △ 554,208　 56,962,964　 5.1　
増 減 率 △ 25.2％ 21.7％ △ 25.5％ 8.8％ △ 14.9％ 36.8％ 0.0％ △ 69.3％ 20.4％ －　
平 成 25 年 度 513　 307,094,317　 515　 33,897,812　 161　 7,408,900　 3　 965,079　 349,366,108　 27.6　
平 成 24 年 度 620　 438,222,088　 622　 41,554,470　 221　 8,812,279　 1　 58,000　 488,646,837　 37.8　

（注）△印は減を示す。

表 9　風水雪害特約共済金支払状況

区　　分 特約共済金 臨時費用共済金 残存物取片づけ費用共済金 合　　計 損害率件　数 金　額 件　数 金　額 件　数 金　額
平 成 27 年 度 191件 151,066,440円 191件 21,488,744円 44件 1,701,051円 174,256,235円 51.9％
平 成 26 年 度 183　 128,939,639　 185　 19,601,330　 58　 981,430　 149,522,399　 44.8 　
比 較 増 減 8　 22,126,801　 6　 1,887,414　 △ 14　 719,621　 24,733,836　 7.1　
増 減 率 4.4％ 17.2％ 3.2％ 9.6％ △ 24.1％ 73.3％　 16.5％ －　
平 成 25 年 度 157　 144,717,807　 157　 22,090,892　 58　 1,639,717　 168,448,416　 51.2　
平 成 24 年 度 187　 170,477,736　 188　 24,688,093　 89　 5,511,103　 200,676,932　 62.7　

（注）△印は減を示す。

表10　見舞金支払状況
区　分 件　数 見 舞 金 一件当りの見舞金

平 成 27 年 度 11件 1,677,000円 152,455円
平 成 26 年 度 34　 6,991,000　 205,618　
比 較 増 減 △ 23　 △ 5,314,000　 △ 53,163　
増 減 率 △ 67.6％ △ 76.0％ △ 25.9％
平 成 25 年 度 49　 13,487,000　 275,245　
平 成 24 年 度 203　 40,749,000　 200,733　

（注）△印は減を示す。

表11　自動車共済金支払状況

区　分 対 物 賠 償 共 済 対 人 賠 償 共 済 合　　　計 損害率件　数 金　　額 件　数 金　　額 件　数 金　　額
平 成 27 年 度 6,220件 1,346,811,232円 757件 822,023,528円 6,977件 2,168,834,760円 42.4％
平 成 26 年 度 6,248　 1,357,336,979　 706　 511,010,069　 6,954　 1,868,347,048　 36.0　
比 較 増 減 △ 28　 △ 10,525,747　 51　 311,013,459　 23　 300,487,712　 6.4　
増 減 率 △ 0.4％ △ 0.8％ 7.2％ 60.9％ 0.3％ 16.1％ －　
平 成 25 年 度 6,685　 1,392,966,153　 707　 502,571,012　 7,392　 1,895,537,165　 35.9　
平 成 24 年 度 6,964　 1,423,079,186　 743　 761,640,186　 7,707　 2,184,719,372　 40.7　

（注）△印は減を示す。

表12　自動車共済臨時費用支払状況

区　分 傷　　害 死　　亡 合　　計
件　数 金　　額 件　数 金　　額 金　額 金　　額

平 成 27 年 度 38件 1,140,000円 3件 300,000円 41件 1,440,000円
平 成 26 年 度 35　 1,050,000　 5　 500,000　 40　 1,550,000　
比 較 増 減 3　 90,000　 △ 2　 △ 200,000　 1　 △ 110,000　
増   減   率 8.6％ 8.6％ △ 40.0％ △ 40.0％　 2.5％ △ 7.1％
平 成 25 年 度 43　 1,290,000　 7　 700,000　 50　 1,990,000　
平 成 24 年 度 41　 1,230,000　 5　 500,000　 46　 1,730,000　

（注）△印は減を示す。
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◎
地
方
分
権
の
提
案
募
集
3
0
3
件
の
検
討

開
始

－

地
方
分
権
有
識
者
会
議

　

政
府
の
地
方
分
権
改
革
有
識
者
会
議
は
７
月
５

日
、
権
限
移
譲
・
規
制
緩
和
な
ど
地
方
か
ら
募
集

し
て
い
た
提
案
3
0
3
件
に
つ
い
て
検
討
を
始
め

た
。
８
月
２
日
か
ら
関
係
省
庁
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
開

始
、
年
末
に
対
応
方
針
を
閣
議
決
定
す
る
。

　

提
案
件
数
は
前
年
（
3
3
4
件
）
と
ほ
ぼ
同
じ

だ
が
、
市
町
村
か
ら
の
提
案
が
71
団
体
（
同
39
団

体
）
に
増
え
た
。
ま
た
、
権
限
移
譲
に
関
す
る
提

案
が
38
件
（
同
81
件
）
に
減
少
し
規
制
緩
和
等
の

提
案
が
２
6
５
件
（
同
２
５
3
件
）
に
増
加
。
内

容
も
、
子
ど
も
・
子
育
て
関
係
が
11
件
か
ら
48
件

に
増
え
た
。
提
案
内
容
を
み
る
と
、
子
ど
も
関
係

で
は
病
児
保
育
事
業
の
要
件
緩
和（
兵
庫
県
等
）、

放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
の
受
講
免
除

等
（
愛
媛
県
・
同
県
内
市
町
村
等
）、
保
育
短
時
間

制
度
の
見
直
し（
倉
敷
市
等
）な
ど
。
こ
の
ほ
か
、

退
職
職
員
の
再
任
用
制
度
の
規
制
緩
和
（
川
口

市
）、
指
定
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
居
間
・

食
堂
の
共
用
（
北
海
道
島
牧
村
）、
防
災
拠
点
・
避

難
所
の
非
常
用
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
の
規
制
緩

和
（
富
山
県
）
な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

◎
2
0
1
6
年
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
、
世

帯
数
な
ど
発
表

－

総
務
省
・
厚
労
省

　

総
務
省
は
7
月
13
日
、
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ

く
人
口
・
人
口
動
態
（
２
0
1
6
年
1
月
1
日
現

在
）
を
発
表
し
た
。
全
国
人
口
は
1
億
2
、

５
８
9
万
1
、
７
4
２
人
で
前
年
比
27
万
1
、

８
3
4
人
（
0
・
2
％
）
減
と
7
年
連
続
の
減
少

と
な
っ
た
。
都
道
府
県
別
で
は
、東
京
が
８
万
6
、

1
6
4
人
（
0
・
7
％
）
増
な
ど
6
団
体
で
増
加
。

41
団
体
で
減
少
し
た
。
一
方
、
市
区
部
人
口
は

1
億
1
、
4
７
0
万
2
、
3
6
７
人
で
16
万
8
、

２
6
５
人
（
0
・
2
％
）
減
、町
村
部
人
口
は
1
、

1
1
８
万
9
、
3
７
５
人
で
10
万
3
、
５
6
9
人

（
0
・
9
％
）
減
少
。
市
区
で
は
6
２
9
団
体

（
77
％
）、
町
村
で
は
８
２
1
団
体
（
88
％
）
で
減

少
し
て
い
る
。
ま
た
、
２
万
人
未
満
の
市
が
20
市

あ
り
、
町
村
で
は
宮
城
県
富
谷
町
（
5
万
2
、

1
4
6
人
）
な
ど
５
万
人
超
が
3
町
あ
っ
た
。
人

口
増
加
数
は
市
区
で
は
福
岡
市
1
万
2
、
9
4
７

人
増
、
町
村
で
は
福
岡
県
新
宮
町
1
、
3
9
3
人

増
が
最
も
多
か
っ
た
。
な
お
、
外
国
人
住
民
は

２
1
７
万
4
、
4
6
9
人
で
前
年
比
11
万
1
、

５
6
２
人
、5
・
4
％
増
加
。大
阪
市
12
万 

５
4
4

人
、
群
馬
県
大
泉
町
6
、
７
1
７
人
で
多
い
（
詳

細
は
3
頁
に
掲
載
）。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
は
７
月
12
日
、
国
民
生
活

基
礎
調
査
を
発
表
し
た
。
15
年
6
月
の
全
国
の
世

帯
数
は
5
、
0
3
6
万
1
千
世
帯
で
、
う
ち
高
齢

者
世
帯
が
1
、
２
７
1
万
4
千
世
帯
（
25
％
）
で

大
幅
に
割
合
が
高
ま
っ
た
。
ま
た
、
65
歳
以
上
は

3
、
4
6
５
万
８
千
人
で
、
う
ち
「
子
と
同
居
」

が
39
％
、「
夫
婦
の
み
の
世
帯
」
が
39
％
、「
単
独

世
帯
」
が
18
％
だ
っ
た
。
な
お
、
同
省
が
７
月
28

日
発
表
し
た
15
年
簡
易
生
命
表
で
は
、
平
均
寿
命

が
女
性
87
・
05
年
（
前
年
86
・
83
年
）、
男
性
80
・

79
年
（
同
80
・
50
年
）
で
、
過
去
最
高
を
更
新
し

た
。◎地

域
お
こ
し
協
力
隊
ビ
ジ
ネ
ス
で
モ
デ
ル

事
業
6
件
採
択

－

総
務
省

　

総
務
省
は
７
月
15
日
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
ビ

ジ
ネ
ス
ア
ワ
ー
ド
事
業
の
採
択
団
体
に
6
団
体
を

決
め
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
等
が
取
り
組
む
起

業
・
モ
デ
ル
事
業
を
支
援
す
る
も
の
で
、「
子
育
て

応
援
×
産
業
振
興
」（
山
形
県
長
井
市
）、「
山
と
道

で
未
来
を
創
る
・
地
域
連
携
森
林
ア
カ
デ
ミ
ー
」

（
京
都
府
南
丹
市
）、「
島
地
ビ
ー
ル
開
発
事
業
」

（
鹿
児
島
県
瀬
戸
内
町
）な
ど
が
選
定
さ
れ
た
。
ま

た
、
同
日
、
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付
金
の

第
1
次
交
付
団
体
に
18
事
業
を
決
め
た
。
地
域
経

済
活
性
化
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
支
援
す
る
も
の

で
、「
洋
食
レ
ス
ト
ラ
ン
に
よ
る
村
野
菜
ブ
ラ
ン
ド

化
」（
北
海
道
真
狩
村
）、「
き
の
こ
産
業
づ
く
り
」

（
山
形
県
小
国
町
）、「
廃
棄
り
ん
ご
利
用
の
高
付
加

価
値
化
」（
長
野
県
下
條
村
）な
ど
が
選
定
さ
れ
た
。

　

一
方
、
内
閣
府
は
７
月
21
日
、「
小
さ
な
拠
点
」

形
成
に
関
す
る
地
方
創
生
担
当
課
長
説
明
会
を
開

催
し
た
。「
小
さ
な
拠
点
」づ
く
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

な
ど
を
解
説
し
た
上
で
、「
中
山
間
地
域
の
現
状
と

対
応
」（
高
知
県
）、「
中
山
間
地
域
の
地
域
運
営
の

仕
組
み
づ
く
り
」（
島
根
県
）
の
事
例
を
紹
介
。
ま

た
、
関
係
省
庁
が
「
小
さ
な
拠
点
」
に
向
け
た
支

援
策
な
ど
を
説
明
し
た
。

◎
歳
出
改
革
の
加
速
な
ど
来
年
度
予
算
の
全

体
像

－

経
済
財
政
諮
問
会
議

　

政
府
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
は
７
月
26
日
、

２
0
1
７
年
度
予
算
の
全
体
像
を
決
め
た
。
内
閣

府
が
示
し
た
中
長
期
試
算
で
は
、
２
0
２
0
年
度

の
国
・
地
方
の
基
礎
的
財
政
収
支
が
5
・
5
兆
円

の
赤
字
と
な
る
た
め
、
安
倍
晋
三
首
相
は

「
6
0
0
兆
円
経
済
実
現
の
取
組
と
経
済
・
財
政
再

生
計
画
に
基
づ
く
歳
出
改
革
を
加
速
す
る
」
と
述

べ
た
。
17
年
度
予
算
の
全
体
像
で
は
、
地
方
の
歳

出
水
準
は
「
国
の
取
組
と
基
調
を
合
わ
せ
て
取
り

組
む
」
と
し
、
地
方
の
裁
量
度
の
高
い
国
庫
支
出

金
の
政
策
目
標
実
現
を
自
治
体
ご
と
に
評
価
す
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
標
を
設
定
す
る
と
し
た
。
な

お
、
総
務
省
の
黒
田
武
一
郎
自
治
財
政
局
長
は
７

月
13
日
、
全
国
市
長
会
の
委
員
会
で
講
演
。
こ
れ

ま
で
順
調
だ
っ
た
税
収
が
陰
り
を
み
せ
る
中
、
消

費
税
増
税
を
延
期
す
る
一
方
で
財
政
再
生
計
画
の

目
標
を
堅
持
す
る
た
め
、「
来
年
度
の
地
方
財
政
は

様
変
わ
り
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
の
厳
し
い
認

識
を
示
し
た
。

　

一
方
、
総
務
省
は
７
月
26
日
、
16
年
度
の
普
通

交
付
税
大
綱
を
発
表
し
た
。
交
付
税
総
額
は

15
兆
6
、9
８
3
億
円
（
前
年
度
比
0
・
3
％
減
）

で
、
重
点
対
応
課
題
分
（
森
林
吸
収
源
対
策
等
）

2
、
1
4
9
億
円
を
算
定
し
た
ほ
か
、
今
年
度
か

ら
15
年
度
国
政
調
査
人
口
が
採
用
さ
れ
る
た
め
人

口
減
少
団
体
の
激
減
緩
和
を
拡
充
。
市
町
村
で
は

1
、
1
７
0
団
体
を
対
象
に
７
７
８
億
円
を
措
置

し
た
。
こ
の
結
果
、
不
交
付
団
体
は
東
京
都
と
76

市
町
村
と
な
っ
た
。
新
た
に
栃
木
県
上
三
川
町
、

神
奈
川
県
中
井
町
、
福
井
県
高
浜
町
、
同
お
お
い

町
な
ど
17
団
体
が
不
交
付
団
体
と
な
っ
た
。な
お
、

不
交
付
団
体
か
ら
交
付
団
体
と
な
っ
た
団
体
は
ゼ

ロ
だ
っ
た
。

◎
学
校
の
耐
震
化
や
津
波
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

で
調
査

－

文
科
省
・
総
務
省

　

文
部
科
学
省
は
７
月
26
日
、
公
立
学
校
施
設
の

耐
震
改
修
状
況
を
発
表
し
た
。
２
0
1
6
年
4
月

現
在
の
学
校
施
設
構
造
体
の
耐
震
化
は
98
・
1
％
、

吊
り
天
井
落
下
防
止
対
策
は
95
・
0
％
で
ほ
ぼ
完

了
し
た
が
、
学
校
統
合
な
ど
の
個
別
事
情
で
耐
震

化
未
実
施
の
建
物
が
2
、
２
２
８
棟
、
落
下
防
止

対
策
の
未
実
施
も
1
、
6
５
4
棟
残
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
総
務
省
消
防
庁
は
７
月
29
日
、
津
波
災

害
時
の
消
防
団
活
動
の
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

策
定
状
況
を
ま
と
め
た
。
先
の
東
日
本
大
震
災
で

多
く
の
消
防
団
員
が
死
亡
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

避
難
ル
ー
ル
の
確
立
や
活
動
可
能
時
間
の
設
定
な

ど
を
内
容
と
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を
求
め
て
い

た
。
16
年
4
月
現
在
、
調
査
対
象
6
５
6
市
町
村

の
う
ち
５
6
７
団
体
（
86
％
）
で
策
定
し
て
い
た

が
、
77
団
体
が
未
策
定
の
ほ
か
、
12
団
体
は
未
着

手
だ
っ
た
。

　

一
方
、
内
閣
府
は
７
月
6
日
、
自
治
体
と
協
働

し
て
避
難
計
画
を
検
討
す
る
火
山
と
し
て
17
火
山

を
指
定
し
た
。
指
定
さ
れ
た
の
は
、
火
口
近
傍
の

登
山
者
・
観
光
客
の
避
難
計
画
が
倶
多
楽
、
八
甲

田
山
、
秋
田
焼
山
、
焼
岳
、
雲
仙
岳
、
市
街
地
を

含
む
具
体
的
な
避
難
計
画
は
岩
木
山
、
岩
手
山
、

浅
間
山
、
鶴
見
岳
・
伽
藍
岳
な
ど
。

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

井
田
正
夫
）



全
国
町
村
会
は
、「
都
市
・
農

村
共
生
社
会
創
造
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
１
６
in
北
海
道
」
を
左
記
の

と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

１
．
開
催
趣
旨

昨
年
度
に
開
催
し
た
全
国
リ

レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、都
市
・

農
村
共
生
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

食
や
農
業
、
移
住
、
農
村
の
新
た

な
可
能
性
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら

取
り
上
げ
議
論
し
ま
し
た
。
今
年

度
は
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま

え
、
田
園
回
帰
を
通
じ
た
都
市
・

農
村
共
生
社
会
の
実
現
に
必
要
な

条
件
に
つ
い
て
探
り
ま
す
。

２
．
日
　
時

平
成
28
年
9
月
2
日(

金)　

13
：
00
～
16
：
00（
12
：
30
開
場
）

３
．
会
　
場

�

札
幌
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
・
ホ
ー
ル

�

札
幌
市
北
区
北
8
条
西
3
丁
目　

札
幌
エ
ル
プ
ラ
ザ
３
Ｆ

４
．
主
　
催

�

全
国
町
村
会
・
一
般
財
団
法
人

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

５
．
協
　
力

�

一
般
社
団
法
人
農
山
漁
村
文
化

協
会
（
農
文
協
）

６
．
プ
ロ
グ
ラ
ム

⑴
基
調
講
演

�「
１
％
戦
略
か
ら
は
じ
ま
る
地

域
の
可
能
性
」

�

島
根
県
中
山
間
地
域
研
究
セ
ン

タ
ー
研
究
統
括
監

�

藤
山　

浩
氏

⑵
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

①
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

�

藤
山　

浩
氏

②
パ
ネ
リ
ス
ト
（
五
十
音
順
）

�

農
家
民
宿
え
づ
ら
フ
ァ
ー
ム
代

表
（
北
海
道
遠
軽
町
）

�

江
面
陽
子
氏

下
川
町
環
境
未
来
都
市
推
進
課
長

�

三
条
幹
男
氏

�

合
同
会
社P

ot�Luck�Field

里

美
代
表（
茨
城
県
常
陸
太
田
市
）

�

長
島
由
佳
氏

③
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

�

北
海
道
大
学
大
学
院
農
学
研
究

員
准
教
授　
　
　

東
山　

寛
氏

７
．
参
加
費　

無
料

８
．
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

�

一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー　

企
画
・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
課

T
EL.03-5202-6133
FA
X
.03-5202-0755

E-m
ail�kikaku@

jcrd.jp

～田園回帰が創る未来～　主催：全国町村会・一般財団法人地域活性化センター

■
田
園
回
帰
が
ひ
ら
く
未
来

農
山
村
再
生
の
最
前
線

岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
・
岩
波
書
店
刊

　

小
田
切
徳
美　

広
井
良
典　

大
江
正
章

　

藤
山　

浩　

著　

定
価（
５
８
０
円
＋
税
）

　

本
書
は
、
平
成
27
年
11
月
7
日
に
東
京
都

内
で
開
催
さ
れ
た
「
都
市
・
農
村
共
生
社
会

創
造
全
国
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
主
催
：

全
国
町
村
会
、
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
）
に
お
け
る
基
調
ス
ピ
ー
チ
と
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
を
も
と
に

構
成
さ
れ
た
も
の
。
当
日
、
出
演
者
を
取
り

囲
む
よ
う
に
配
置
し
た
会
場
は
満
席
と
な
っ

た
。

　

基
調
ス
ピ
ー
チ
は
、田
園
回
帰
の「
背
景
」、

「
本
質
」、「
諸
相
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、

「
人
口
減
少
社
会
か
ら
希
望
の
定
常
化
社
会

へ
：
広
井
良
典
氏
」、「「
地
域
み
が
き
」
が

人
を
呼
ぶ
：
小
田
切
徳
美
氏
」、「
農
山
村
と

人
が
多
様
に
つ
な
が
る
：
大
江
正
章
」
と
田

園
回
帰
の
現
在
社
会
に
お
け
る
位
置
付
け
を

確
認
す
る
。
同
時
に
、
公
共
政
策
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、地
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
、そ
し
て
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
を
専
門
と
す
る
3
者
の
視
点
は
、

「
田
園
回
帰
」
の
価
値
に
拡
が
り
を
与
え
る
。

後
半
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

実
践
者
に
よ
る
田
園
回
帰
の
内
発
性
に
焦
点

を
あ
て
る
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た

藤
山
浩
氏
に
よ
る
キ
ー
ワ
ー
ド
方
式
に
よ
る

進
行
は
、「
何
が
農
村
に
人
を
ひ
き
つ
け
る

の
か
」「
循
環
型
社
会
の
つ
く
り
か
た
」「
都

市
と
農
村
の
共
生
の
た
め
に
は
」
の
問
い
に

対
す
る
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
実
に
ユ
ニ
ー
ク
な
回

答
を
引
き
出
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
終

了
後
出
演
者
た
ち
が
「
こ
れ
ま
で
に
な
い
体

験
を
し
た
」
と
評
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
雰

囲
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

都
市
・
農
村
共
生
社
会
へ
の
処
方
は
、
決

し
て
斬
新
な
も
の
で
は
な
く
、
少
し
視
点
を

変
え
た
新
し
い
意
識
と
行
動
力
を
持
っ
た
人

た
ち
が
増
え
て
い
く
こ
と
に
あ
る
の
だ
と
、

本
書
は
示
唆
し
て
い
る
。

　◎
町
村
週
報
の
ご
購
読
◎

　「
町
村
週
報
」の
購
読
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

（kouhou@
zck.or.jp

）に
て
、
全
国
町
村

会
広
報
部
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

★
年
間
購
読
料
１
、５
０
０
円
（
送
料
込
み
）

★
請
求
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
折

り
返
し
お
振
り
込
み
下
さ
い
。

都市・農村共生社会創造シンポジウム2016in北海道

新
刊
紹
介
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随  想随 想

随　想
　

マ
グ
ロ
の
大
間
、
大
間
の
マ
グ
ロ
と
言

わ
れ
、
本
州
最
北
端
の
私
た
ち
の
町
大
間

は
広
く
全
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

仕
事
柄
日
本
各
地
の
方
々
と
お
会
い
す

る
機
会
が
多
く
、
名
刺
交
換
な
ど
で
「
大

間
町
の
金
澤
で
す
」
と
挨
拶
す
れ
ば
、
あ

の
マ
グ
ロ
の
大
間
で
す
か
と
言
わ
れ
、
と

て
も
嬉
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

知
名
度
を
高
め
た
要
因
の
一
つ
は
、
映

画
や
テ
レ
ビ
な
ど
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。古
く
は
、

昭
和
四
十
八
年
吉
村
昭
氏
が
マ
グ
ロ
一
本

釣
り
漁
師
を
取
材
し
書
き
上
げ
た
小
説

「
魚
影
の
群
れ
」（
こ
の
と
き
吉
村
氏
に
漁

師
を
紹
介
し
た
の
が
当
時
町
長
で
あ
っ
た

私
の
父
金
澤
幹
三
で
し
た
。）
が
出
版
さ

れ
、
十
年
後
の
昭
和
五
十
八
年
、
相
米
慎

二
監
督
メ
ガ
ホ
ン
に
よ
り
主
演
の
緒
方
拳

さ
ん
や
夏
目
雅
子
さ
ん
・
佐
藤
浩
市
さ
ん
・

十
朱
幸
代
さ
ん
な
ど
豪
華
キ
ャ
ス
ト
に
よ

り
映
画
化
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
マ
グ
ロ
の

回
遊
が
少
な
く
マ
グ
ロ
漁
の
撮
影
に
苦
労

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
映
画
が
同
じ
青

森
県
の
田
子
町
で
、
今
月
の
二
十
八
日
に

開
催
さ
れ
る
田
子
町
映
画
祭
で
上
映
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
是
非
足
を
運
ん

で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
平
成
十
二
年
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
私
の
青
空
」
の

舞
台
と
な
り
ま
し
た
。
な
ぜ
、
大
間
が
舞

台
と
し
て
選
ば
れ
た
か
を
脚
本
家
の
内
館

牧
子
さ
ん
は
こ
の
よ
う
に
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。「
こ
の
ド
ラ
マ
の
制
作
に
あ
た
り
、

東
北
の
漁
村
を
想
定
し
シ
ナ
リ
オ
ハ
ン

テ
ィ
ン
グ
で
大
間
を
訪
れ
た
時
、
対
応
し

て
く
れ
た
大
間
漁
協
浜
端
組
合
長
の
、
漁

師
の
生
き
様
を
話
す
と
き
の
目
の
輝
き
、

身
振
り
手
振
り
と
し
わ
が
れ
声
の
独
特
な

語
り
口
に
、
大
間
の
漁
師
が
命
が
け
で
マ

グ
ロ
と
戦
う
姿
と
父
親
の
姿
を
イ
メ
ー
ジ

で
き
ま
し
た
。も
し
、浜
端
さ
ん
と
出
会
っ

て
い
な
け
れ
ば
大
間
で
無
か
っ
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。
人
の
出
会
い
っ
て
す
ご
い

で
す
ね
・
・
・
」

　

こ
の
ド
ラ
マ
の
放
映
で
大
間
町
が
全
国

的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
石
原
プ
ロ
に
よ
る
渡
哲
也

さ
ん
主
演
の
ド
ラ
マ
「
マ
グ
ロ
」
が
二
日

間
に
わ
た
り
放
映
さ
れ
る
な
ど
、
今
で
も

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
な

ど
数
社
の
撮
影
ク
ル
ー
を
町
で
見
か
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
地
域
で
も
話
題
性
の
高
い
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
一
つ
が
平
成
十
三
年
に
ス
タ
ー

ト
し
た
「
朝
や
げ
・
夕
や
げ
・
横
や
げ
～

大
間
超
マ
グ
ロ
祭
り
」
で
す
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
行
政
に
頼
ら
ず
、
自
分
た
ち
で

出
来
る
こ
と
を
、
力
を
合
わ
せ
て
や
っ
て

み
よ
う
、
係
っ
た
人
た
ち
が
、
何
ら
か
の

メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
方
法
を
考
え
よ

う
と
、大
間
町
活
性
化
委
員
会
、通
称
「
や

る
ど
会
」
が
漁
協
・
商
工
会
・
観
光
協
会
・

旅
館
組
合
・
飲
食
店
組
合
等
に
働
き
か
け

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
主
役
は

マ
グ
ロ
で
す
。
当
時
、
大
間
の
マ
グ
ロ
を

大
間
で
食
べ
る
仕
組
み
が
出
来
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
こ
ま
で
有
名
に
な
っ
た
マ

グ
ロ
を
、
マ
グ
ロ
漁
に
命
を
賭
け
る
大
間

の
漁
師
の
思
い
と
、
大
間
の
空
気
、
潮
の

香
り
、
大
間
の
人
々
の
熱
き
思
い
を
感
じ

な
が
ら
食
べ
て
も
ら
い
、
大
間
を
満
喫
し

て
頂
き
、
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
を
契
機
と

し
て
、
い
つ
で
も
マ
グ
ロ
を
提
供
出
来
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
思
い
は
叶
え
ら
れ
、
現
在
町
内
の

飲
食
店
や
ホ
テ
ル
・
民
宿
な
ど
で
年
間
を

通
し
て
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
盛
漁
期
と
な
る
九
月
か
ら
「
マ

グ
ロ
祭
り
」（
今
年
は
十
月
二
十
九
・
三

十
日
）
ま
で
の
毎
週
日
曜
日
に
は
「
日
曜

日
は
マ
グ
ロ 

Ｄ
Ａ 

Ｄ
Ａ
Ｙ
」
が
開
催
さ

れ
、
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
や
即
売
・
食

事
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
「
朝
や
げ
・
夕
や
げ
・
横
や
げ
～
大
間

超
マ
グ
ロ
祭
り
」
の
“
超
”
に
は
、
マ
グ

ロ
そ
の
も
の
が
超
一
級
品
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
、
そ
の
マ
グ
ロ
を
自
分
た
ち
が
超

え
る
、
そ
し
て
超
え
る
も
の
を
創
り
上
げ

よ
う
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
祭
り
を
立
ち
上
げ
て
十
五
年
、
ま
た

来
た
よ
～
会
い
に
来
た
よ
～
と
言
っ
て
く

れ
る
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
マ
グ
ロ
を

超
え
よ
う
と
走
り
続
け
る
人
に
人
が
集
ま

り
、そ
の
輪
が
確
実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

マ
グ
ロ
が
泳
ぎ
続
け
る
よ
う
に
、
私
た
ち

も
走
り
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
マ

グ
ロ
を
超
え
る
日
を
目
指
し
て
・
・
・

△マグロの解体ショー

金
かな

澤
ざわ

　満
みつ

春
はる

青森県大
おお

間
ま

町長

『マグロを超える日を目指して』


